
被ばく低減ＷＧの活動状況について

２０１７年３月
高浜発電所 放射線管理課
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【ＡＦＩ概要】
発電所の集積線量を低減する上で現場作業員の放射線量を低減する取り組みが効果的でない。この結果、発
電所の集積線量値は世界のPWRの中で下位1/4に入っており、計画外被ばくを引き起こすリスクを増大させてい
る。放射線リスクの高い作業への放管の関与が不十分であったため、この問題が起こっている。

（2011）
1.1

震災以降停止中
（2012～2015）

0.18～0.23

現在は上位にランク
（停止中のため）

定検が再開すると
従来の被ばく線量
に戻る可能性あり！
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全国ＰＷＲ発電所の中で、高浜発電所の炉毎被ばく総線量は高いレベルにあることから、
再稼動後の通常定検時のさらな被ばく低減を目指し、主要工事の同型プラントとの比較等
の検討を実施。

【PWR発電所における被ばく総線量】
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今年度の実施事項

１．当社３サイト、他社ＰＷＲプラントの定検主要工事における被ばく低減に係る情報収集
【調査対象工事】

・１ 原子炉容器定期点検工事（高浜３号機、川内１号機）
・２ キャビティ除染工事（高浜１・２・３・４号機、美浜３号機、大飯３・４号機）
・３ Ｓ／Ｇ水室隔離工事（高浜３号機、川内１号機）
・４ Ｓ／ＧＥＣＴ付帯工事（インサートプレート手入れ作業：当社３サイト）

２．管理区域チェンジングエリア設営方法変更（色別化等）による身体汚染の低減

３．３号機第２２回定検被ばく低減活動

４．被ばく低減対策ツールの導入

５．仮設遮へいの恒設化等の検討

６．放射線カメラの有効性検討

７．被ばく低減に関する提案報奨制度の導入について



【原子炉容器定期点検工事の被ばく線量等比較】
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１．定検主要工事における被ばく低減対策に係る情報収集(１-①）

【目的】
定検主要作業である「原子炉容器定期点検工事」の被ばく低減対策を行うため、ＰＷＲ各社の状況を調査。

・被ばく率が他社と同等であるが被ばく線量が高いのは作業時間が多いことが要因として考えられる。
・そこで、実人数を調査すると大きな相違が確認できた。

北海道電力 原電 九州電力

56.06 45.38 138.2 71.10 58.30 81.03 92.57 77.15 －

実人数　　S:54人

M:107人　T:134人　O:117人

0.015 0.014 0.040 0.020 0.012 0.014 0.018 0.020 －

総線量（人・mSv） 4.93 4.84 4.74 7.53 4.12 3.41 7.53 3.63
作業時間（人・h） 1,379 969 826 1,192 1,752 1,321 1,668 1,161
被ばく率（mSv/h） 0.0036 0.0050 0.0057 0.0063 0.0024 0.0026 0.0045 0.0031
総線量（人・mSv） 23.32 13.21 35.92 23.53 16.93 11.73 26.44 25.38
作業時間（人・h） 209 180 180 398 239 154 213 229
被ばく率（mSv/h） 0.1116 0.0734 0.1996 0.0591 0.0708 0.0762 0.1241 0.1108
総線量（人・mSv） 28.25 18.05 40.65 31.06 21.05 15.14 33.97 29
作業時間（人・h） 1,588 1,148 1,006 1,590 1,991 1,750 1,881 1,390
被ばく率（mSv/h） 0.0178 0.0157 0.0404 0.0195 0.0106 0.0087 0.0181 0.0209

11.0 8.0 31.0 24.2 9.0 9.0 14.0 22.3 －

0.088 0.084 0.198 0.072 0.077 0.140 0.097 0.166 －

※抽出データについては至近１０定検の実績を平均したものとする。

美浜３号機

4,909

主要線源

上蓋内面（mSv/h）

キャビティ内上蓋周り（mSv/h）

項目
泊１号機 伊方２号機

被ばく率（mSv/h）

ＲＶ開放

まで

キャビティ外

（ＯＦ等）

－

四国電力

合計

工事全体 3,659 3,481

総線量（人・mSv）

作業時間（人・h）

備考
高浜３号機 川内１号機

3,666

キャビティ内

関西電力

敦賀２号機

5,348 3,984

大飯３号機

5,689

伊方３号機

3,317

【高浜発電所の実人数が九州電力川内発電所に比べて多い要因】

項目 高浜発電所 川内発電所（九州電力)

プラント環境の相違
福井県には１３プラントが密集しており、作業者の入れ替わ
りが多く、正味作業者数が、九州電力 川内発電所に比べ
て多いものと推定される。

佐賀県に４プラント、鹿児島県に２プラントと少なく、作業者
の入れ替わりが少なく、ある程度は固定化されていること
から、当社に比べて正味の作業者数が安定しているものと
推測される。

工事施工範囲の相違
Ｒ／Ｖ定検工事内で真空・脱気ベンティング作業を実施。
（本体工事作業者とは別体制で実施）

真空・脱気ベンティング作業は別工事で実施。

非公開



【原子炉容器定期点検工事の工事体制等の比較】
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１．定検主要工事における被ばく低減対策に係る情報収集(１-②）

北海道電力 原電 九州電力

泊１号機 伊方２号機 伊方３号機 敦賀２号機 美浜３号機 大飯３号機 高浜３号機 川内１号機

工事体制 変則Ⅱ直＋夜勤／３班 ２直体制 ２直体制 Ⅱ直，2班 Ⅱ直／４班 Ⅱ直／４班 Ⅱ直／４班 Ⅱ直／２班

　発注方法
工事ごとに元請け会社

を選定し発注

工事ごとに元請け会社

を選定し発注

工事ごとに元請け会社

を選定し発注

工事ごとに元請け会社

を選定し発注

工事ごとに元請け会社

を選定し発注

工事ごとに元請け会社

を選定し発注

工事ごとに元請け会社

を選定し発注

元請け会社に定検工事

を一括発注

ＲＶ開放までの工事期間 ７．６日※ ７～９日※１ ６～８日※１ 7.3日 ７．９日
４日

（ＲＶ開放期間）
７．３日 ９．０日

ＲＶシート面手入時高さ 約５０ｃｍ
通常：約４０ｃｍ

レーザ点検時：約６０ｃｍ
通常：約４０ｃｍ

レーザ点検時：約６０ｃｍ
約30cm 約５０ｃｍ 約４０ｃｍ 約５０ｃｍ 約３０ｃｍ～５０ｃｍ

キャビティ内作業環境 防保護具着用 防保護具着用 防保護具着用 防保護具着用 防保護具着用 防保護具着用 防保護具着用 防保護具なし

ＴＣ周り仮設遮へい

ＴＣ部に仮設遮蔽（ﾀﾝｸﾞｽﾃ
ﾝ）実施。（0℃側5枚、

180℃側5枚）※
ＴＣ管台に仮設遮へい

ＴＣ管台に仮設遮へい
※２

TC部，TC足場に仮設遮

蔽なし

ＴＣ部、ＴＣ足場に仮

設遮へいなし

ＴＣ部、ＴＣ足場に仮

設遮へいなし

ＴＣ部、ＴＣ足場に仮

設遮へいなし

ＴＣ部、ＴＣ足場に仮

設遮へい設置

キャビティ状態

キャビティ水抜き（Ｕ

ＣＩ，ＶＨ仮吊込、仮

吊上）

キャビティ水抜き
（～Ｒ／Ｖ上蓋吊上）

キャビティ水抜き
（～Ｒ／Ｖ上蓋吊上）

キャビティ水抜き

キャビティ水抜き（Ｕ

ＣＩ，ＶＨ仮吊込、仮

吊上）

キャビティ水抜き（Ｕ

ＣＩ，ＶＨ仮吊込、仮

吊上）

キャビティ水抜き（Ｕ

ＣＩ，ＶＨ仮吊込、仮

吊上）

キャビティ水張り

（シールプレート設

置・撤去）

※直近の定検を記載 ※１：レーザ点検等、工事内容により異なる。
※２：上蓋仮置き場廻りにも遮へい衝立実施（遮へい期間：キャビティ水張～Ｒ／Ｖ上蓋吊り込み）

工事内容等

工事体制等

項目
関西電力四国電力

特にキャビティ外作業における作業時間が大きいため、工事体制を調査した結果、直体制に違いがある
ことが判明。（当社は２直４班体制）

非公開

非公開



【評価のまとめ】

 原子炉容器定期点検工事の内容としては、高浜３号機と川内１号機ともほぼ同様。

（異なる点としては川内ではＲＶ開放時にシールプレートを使用）

 実人数の追加調査の結果、作業者の実人数が他電力より多いことが判明（他電力は

４０～５０人程度）。主な理由として、地域独自性（隣接プラントの相違、関連会社が多

い等）があり、改善の可能性については保修ラインも交えて確認は必要。

 工事体制については、２直２班（川内ベース）にすることにより、被ばく線量を低減でき

る可能性がある。（ただし、Ｒ／Ｖ定検がクリティカル工程であるため要相談。）

7

１．定検主要工事における被ばく低減対策に係る情報収集(１-③）

非公開

非公開
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１．定検主要工事における被ばく低減対策に係る情報収集(２-①）

【キャビティ除染工事の被ばく線量等比較】

項目 高浜１号機 高浜２号機 美浜３号機
比較評価
（T1／M3）

比較評価
（T2／M3）

工事全体 総線量（人・mSv） １９．１５ ２０．２７ ４．４３ ４．３倍 ４．６倍

キャビティ本除染

総線量（人・mSv） ４．５０ ４．６２ １．３４ ３．４倍 ３．４倍

作業時間（人・h） ６５ ６５ ２３．６ ２．８倍 ２．８倍

被ばく率（mSv/h） ０．０６９ ０．０７１ ０．０５７ １．２倍 １．２倍

キャナル本除染

総線量（人・mSv） ４．４７ ４．９３ ０．２８ １６．０倍 １７．６倍

作業時間（人・h） ２０ ２０ ４．２ ４．８倍 ４．８倍

被ばく率（mSv/h） ０．２２４ ０．２４７ ０．０６７ ３．３倍 ３．７倍

※抽出データについては至近４定検の実績を平均したもの
※キャビティ本除染、キャナル本除染についてはキャビティ除染工事の作業ステップの中で作業内容が高浜と美浜でほぼ同じであることから抽出した。

美浜に比べ、キャビティ・キャナル除染とも総線量、作業時間が多い。

【目的】
定検主要作業である「キャビティ除染工事」の被ばく低減対策を行うため、同型プラントの美浜
の状況を調査した。

非公開
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１．定検主要工事における被ばく低減対策に係る情報収集(２-②）

【キャビティ除染工事の作業方法等の比較検討】

美浜・大飯の作業方法等について調査を実施、以下の内容について高浜にて取り組むこととした。

 スピンモップによる拭き取りの実施 → 線源からの距離を確保

 多機能除染ウエスによる初回除染の実施 → 作業量の減

 除染判定基準の変更（０．４→２．０Bq/cm2） → 作業量の減

 ＬＣＩ、ＵＣＩスタンドの除染範囲の削減 → 作業量の減

【スピンモップ】
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１．定検主要工事における被ばく低減対策に係る情報収集(２-⑤）

【期待できる低減効果】

 除染基準及び除染方法の見直しにより、キャビティ除染工事の被ばくが量が約5 mSvの削減が見込
まれる。
（上部・下部キャビティの除染作業に反映することが有効）

【懸案】

 Ｃ／Ｖキャナルの除染基準を4.0 Bq/cm2 → 前回同様の線量当量率に見直すことによる下部キャビ
ティの空間線量当量率が上昇することで、燃料取扱機械装置点検作業の被ばく線量が増加する。
また、残留汚染のレベルが上がることにより放射線防保護具が重装備になり作業性が悪化すること
が予想される。

 原子炉保修課より実際の低減効果や作業安全面に問題ないことの確証をもって本格運用に反映し
たいと要望があり。

３号機２２回定検および４号機再稼動時における燃料装荷後のキャビティ除染作業で被ばく低減対策
を試運用し効果の確認および課題の抽出・改善を行い本格運用に向けて検討を進める。

【今後の進め方】
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１．定検主要工事における被ばく低減対策に係る情報収集(３-①）

１．Ｓ／Ｇ水室内線量当量率 （mSv/h）

＃18 ＃19 ＃20 ＃21 Ave ＃15 ＃16 ＃17 ＃18 Ave Ｚｎ注入前 Ｚｎ注入後 ２定検目 ３定検目 Ave

ｈｏｔ 61 42 41 35 45 49 48 39 38 44 1.2 0 .9 1 .1 0 .9 1 .0

Ｃｏｌｄ 103 57 58 45 66 109 109 81 73 93 0.9 0 .5 0 .7 0 .6 0 .7

２．蒸気発生器水室隔離工事【取付】

人・mSv 人・h 立入回数 従事人数 人・mSv 人・h 立入回数 従事人数 人・mSv 人・h 立入回数 従事人数

水室 13.29 0.29 9 15.57 0.36 18 0.9 0.8 0.5

ループ室内 9.57 30.9 30.7 11.75 49.5 28.3 0.8 0.6 1.1

ループ室外 3.22 359.7 人 2.66 316.2 人 1.2 1.1

計 26.08 390.9 29.98 366.1 0.9 1.1

Ｔ-３　［＃18～＃21平均］ Ｓ-１　［＃15～＃18平均］ Ｔ-３／Ｓ-１

蒸気発生器水室隔離工事水室内線量当量率・工事被ばく実績比較表

Ｔ-３　［＃18～＃21平均］ Ｓ-１　［＃15～＃18平均］ Ｔ-３／Ｓ-１

《比較結果》
①水室内線量当量率は、ほぼ同等。
②蒸気発生器水室隔離蓋取付に係る水室内実績は、線量・作業量ともにＳ-1を下回っている。
水室内立入回数も下回っている。

総線量・作業時間内容とも大きな差異はなし。
このため、Ｓ／Ｇ関連作業のＥＣＴ作業について被ばく低減対策を検討することとした。

【目的】

定検主要作業である「Ｓ／Ｇ水室隔離工事」の被ばく低減対策を行うため、Ｔ－３同型プラントの
川内１号機の状況を調査した。

非公開

非公開
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１．定検主要工事における被ばく低減対策に係る情報収集(４-②）

（高浜３．４号機手入れ作業）

インサートプレート手入れ時の各サイト作業内容等比較

項目 高浜１・２号機 高浜３・４号機 美浜発電所 大飯発電所 相違点

遮へい方法
ＩＰ表面に専用鉛板

（１０ｍｍ厚）
ＩＰ表面に専用鉛板

（１０ｍｍ厚）

ＩＰ表面に専用タングステンシート
（約３０ｍｍ厚）

専用ＢＯＸにＦＣマット遮へい

ＩＰ表面に専用鉛板
（１０ｍｍ厚）

美浜は、ＩＰ表面に専用タングステンシート（約３０
ｍｍ厚）と専用ＢＯＸにＦＣマット遮へいを実施

手入れ作業位置 ＩＰ側面からの作業 ＩＰ側面からの作業 Ｇ／Ｈ内の低線量場所にて手入れ ＩＰ側面からの作業 ―

手入れ作業場所の選定
Ｓ／Ｇ１次側

マンホールＧ／Ｈ内
ループ室内にて
専用Ｇ／Ｈを作成

Ｓ／Ｇ１次側
マンホールＧ／Ｈ内

Ｓ／Ｇ１次側
マンホールＧ／Ｈ内

高浜３・４号機は、ループ室内に手入れ専用の
G/Hを設置

手入れ人数 必要最小人数で実施 Ｇ／Ｈ内２名程度 Ｇ／Ｈ内３名程度 必要最小人数で実施 ―

手入れ方法

・床面にＩＰを置いて手入れ
・濡れウエスによる拭き取り
・研磨剤使用（スコッチブライトを湿
敷にする。）

・専用架台で手入れ
・濡れウエスによる拭き取り
・研磨剤(スコッチブライト)使用

・専用ＢＯＸで手入れ
・濡れウエスによる拭き取り
・研磨剤(スコッチブライト)
・必要に応じｻﾝﾄﾞﾍﾟｰﾊﾟｰ

・床面にＩＰを置いて手入れ
・濡れウエスによる拭き取り
・研磨剤使用
・スコッチブライトを湿敷にする
・ＩＰローテーション

・高浜３・４号機：専用架台を使用
・美浜：専用ＢＯＸを使用
・大飯：ＩＰをローテション化

線量測定方法
・測定器（ＩＣＳ）
・インサートプレート表面・ａｔ１ｍ

・測定器（ＩＣＳ）
・インサートプレート表面・ａｔ１ｍ

・測定器（ＩＣＳ）
・インサートプレート表面
・手入れボックス収納後表面

・測定器（ＩＣＳ）
・インサートプレート表面

―

【目的】

定検主要作業である「Ｓ／ＧＥＣＴ付帯工事のうち、インサートプレート手入れ作業」の被ばく低減対
策を行うため、各サイトの状況を調査。

非公開



線量 作業時間 被ばく率 環境線量当量率 IP表面線量当量率 従事人数

人・mSv／基 人・h／基 ｍＳｖ／ｈ／基 mSv/h mSv/h 人／基

集計値をＩＰ手入れ数対象Ｓ／Ｇ基数で割り一基当たりの被ばくとした。

4.1

10

11

8.9

3.3

4.4

0.60

7.2

5.4

7.6

6.4

21

10

1.5 36

1.2 50 0.024 0.25

41

7.2

0.45 4.1 0.109 0.07

0.152

0.75

１号機２４回

１号機２５回

２号機２６回

2.5

0.65２号機２７回

３号機２４回

３号機２５回

2.1

6.9
美浜 -

3.8 0.657 0.56

0.061 0.05

4.3

42

12

3

3

5

6.2

2.3

1.7

0.91

0.26

0.87

３号機２２回

４号機１９回

備考

インサートプレート手入れ被ばく実績集計（S/G一基当たり）

-
2.1 27

1.2 39 0.031 0.66

0.075 0.43

0.097

0.54

0.18

0.35

0.19

0.52

0.07

0.06

高浜

１号機２７回

２号機２７回

３号機２０回

３号機２１回

0.89 19 0.047 0.12

9.3 0.098 0.15

24

４号機２０回 1.1 44

5

5

6

11

2

項目

5.6

0.036

0.024

0.088

0.037

0.378

3

4

13 6

9

大飯

４号機１５回

３号機１６回

２号機２４回

１号機２４回 26

46

-12 0.021 0.03

8

11

14

15

14

集計値は、インサートプ
レート手入れ以外の作
業含む

0.040 0.15

13

１．定検主要工事における被ばく低減対策に係る情報収集(４-①）

【まとめ】
美浜２・３号機の被ばく線量が低く、美浜の作業方法を採用することにより被ばく低減
の可能性があり。（→引き続き調査・検討を実施予定。）

非公開



14

２．管理区域チェンジングエリア設営方法変更による身体汚染の低減－①

汚染管理の充実
・汚染している作業エリアを特別な赤色にすることで作業者の汚染注意を喚起する。
・側面の養生を高くすることで不容易なアクセスを遮断し汚染拡大等を防止する。

【目的】

汚染管理の充実を図ることおよび、ＪＡＮＳＩピアレビューの際の指摘事項の反映のため以下のとおり
チェンジングエリア設営方法の変更を行った。

チェンジングエリア設営の例（基本例）

１．基本形（平面図）

①作業エリア

２．基本形（側面図）

②
黄
バ
リ
ヤ

④
黄
バ
リ
ヤ

⑥
白
バ
リ
ヤ

③脱衣エリア ⑤着衣エリア

自立スタンドなど

壁養生

壁養生

⑦作業エリア

スタンション

（変更前）

(変更前）

汚染（作業）エリアとホット（脱衣）エリアが同色・・・境界意識の低
下

側面養生の高さ規定なし・・・汚染物の受渡しが容易に行われて
いた。

１．基本形（平面図）

①作業エリア

２．基本形（側面図）

②
赤
バ
リ
ヤ

④
黄
バ
リ
ヤ

⑥
白
バ
リ
ヤ

③脱衣エリア ⑤着衣エリア

自立スタンドなど

黄テープ
赤テープ

壁養生

壁養生

⑧壁養生⑦作業エリア

スタンション

（変更後）

（変更後）
汚染（作業）エリア：赤、ホット（脱衣）エリア：黄、コールド（保
護具着用）エリア：白とした。
側面原則高さ１．８ｍ程度に区画、作業に伴う区域標識を掲示
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３．３号機第２２回定検被ばく低減活動－①

ａ．定検工程調整（被ばく低減上の工程調整）

Ｓ／Ｇ２次側ブローダウン系統の弁分解作業を計画（２次側器内水全ブロー期間が約２ヶ月程度と長期化）

長期（２ヶ月）のループ室への立入規制（工程調整）は工程上実施できないため、各ループ室のＳ／Ｇに対して広範囲に

仮設遮へいを計画・設置することで対応

ｂ．更なる被ばく低減対策の検討（仮設遮へいの設置）

長期停止で全体的に環境線量が低下していたが、加圧器室の大型弁付近等の環境線量率は依然と高いため、被ばく低

減が必要と判断したＣ／Ｖ内の各箇所において仮設遮へいを設置した結果、環境線量低減（約４０％の低減）を実現した。

ｃ．被ばく低減等相談窓口

各協力会社より、被ばく低減対策や作業効率向上による相談を実施

・Ｃ／Ｖ１７ｍ通路のＲＣＳサンプル配管が局所的に線量が高い

（通路作業者が滞在する可能性があり）

・Ｃループ室１７ｍのＲＨＲ大型弁の線量が高い

・作業エリア近傍でダスト濃度測定を実施したいとの相談 ＢＧが高いＣ／Ｖ内におけるダスト測定環境を整備

（検出器を遮へいすることによるＢＧ低減）

仮設遮へい実施

【目的】
３号機第２２回定検における被ばく低減活動として、以下の内容について実施した。
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ｄ．ループ室内の低線量箇所と高線量箇所の明確化

高線量箇所に滞在を余儀なくされる作業者を高線量箇所から低線量箇所へ誘導するため緑色チューブライトを設置

高線量箇所を示す赤色チューブライトを加圧器ＴＯＰに設置し、不用意な接近を防止

ｅ．高線量箇所の線量注意の掲示および定期的な書き換え
高線量箇所を定期的にサーベイし、線量注意札の書き換えを実施して作業者の不用意な寄り付きを防止

ｆ．作業場所への汚染サーベイメータ配備
ＢＧが高いＣ／Ｖ内通路で、汚染確認をタイムリーに行えるようにＧＭ管遮へい体を配備して汚染サーベイメータを設置

ｇ．共用エリアの汚染チェック
出入管理室内の定期的な汚染チェックと共用エリアのダイレクトサーベイ、化学雑巾等を使用しての汚染チェックを実施
（汚染が検出された場合は核種分析を行い、核種を特定し発生源を推定）

ｈ．３号機２２回定検放射線影響アセスメント
「作業周辺環境アセスメント情報」に被ばく低減に関する情報を取り入れ各社に事前に配布
管理区域入口のディスプレイに掲示し作業者に注意喚起

ｉ．定期的な現場パトロール

３．３号機第２２回定検被ばく低減活動－②
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４．被ばく低減対策ツールの導入－①

（自立式遮へい架台）

（ＧＭ管遮へい体ダストろ紙測定用治具）

〇設置箇所・測定条件
３号Ｃ／Ｖ１７ｍ Ｂループ室前 通路
遮へい架台なしＢＧ ２Kcpm
遮へい架台ありＢＧ ５０cpm
（測定器 ＴＣＳ３１９・時定数 ３０Ｓ）

被ばく低減対策等のツールとして、以下の製品を開発した。

仮設遮へいが容易に設置、解体が
可能となり、作業中の環境線量上
昇に際しても対応が可能となった。

Ｃ／Ｖ内でダスト濃度を簡易的に測
定することが可能となり、作業者へ
の身体的負担（マスク着用解除）の
低減が可能となった。
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５．仮設遮へいの恒設化検討－①

【前年度検討内容】
放射線管理課にて１７箇所をピックアップし、原子炉保修課へ検討を依頼
遮へいの恒設化については全て「良」との回答を得たが、懸案事項として以下の点が指摘された。
・運転中の恒設化が可能か確認が必要。
・恒設化が可能なものについては耐震評価が必要であり、耐震補強のため遮へい等が大型化すると作業場所に干渉する
可能性がある。
・近接機器への影響評価が必要。
・サンプスクリーンのつまりに対する影響評価が必要。

【今年度検討内容】

今年度の検討結果から昨年度検討した全箇所への遮へいの恒設化に変わる対策として、仮設遮へいを設置するための架
台を恒設化する方向で個々の環境に応じた検討を行うこととする。

【今後について】

前年度の検討結果を踏まえ、遮へいの恒設化について実現性の観点から更に検討を行い、設置に当たっての課題を整理
した。
・恒設遮へい位置に計装配管、電線管、配管等が
布設されている箇所があり恒設化が困難。
・他機器の点検のため、現状の仮設遮蔽の方が有
効な箇所がある。
・恒設遮へいを設置するための架台を設置する箇
所の強度が不足している箇所がある。

【目的】

定検中、Ｃ／Ｖ内の各所に仮設遮へいを設置しているが、仮設遮へい設置に伴う被ばくを低減させ
るために恒設化について検討を行った。
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６．放射線カメラの有効性検討－①

【ガンマカメラの概要】

カメラ（検出部）により放射線の強弱を測定し、液晶部（ＰＣ等）に測定結果を表示する装置であり、測定結
果については印刷等も可能である。

※ガンマカメラ本体およびパソコン部

【主要スペック等】

・外形：１３．８ｃｍ×１５ｃｍ×１５ｃｍ（ガンマカメラ本体）
・重量：２ｋｇ（ガンマカメラ本体）
・視野角１４０°
・測定エネルギー範囲：３０ｋｅＶ～１．５ＭｅＶ
・費用：１０００万以下
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６．放射線カメラの有効性検討－②

【前年度末状況】

環境線量に影響のある箇所を視覚的に確認することが可能であり、被ばく低減への有効な
ツールであることが明らかになった。ただし、費用対効果（１０００万／台）に課題があるため管
理区域内作業での活用性やコスト低減策について継続検討

【今年度状況】

・現状の仕様は、技術上必要最小限の機能であり、小型化（ハンディカム）にした場合、設計費
等で更なるコストがかかる。
・福島の実機テストで、高線量箇所を測定するために、新たに測定範囲を変更したγカメラの開
発をメーカにて検討中

【今後について】
当社の仕様ニーズに沿う製品化については、メーカから新ためて提案があれば検討を実施
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７．被ばく低減に関する提案報奨制度の導入について－①

【目的】

工事概要の決定から工事着手までの間に、被ばく低減に関して、提案および提案採用に対する予
算措置が可能か、また、それに伴う報奨について検討を行った。

【ＷＧメンバー主な意見】
・工事概要、予算設計段階で放管専任者および放射線管理課の関与がない。（情報がない）
・作業担当課での予算設計時に、被ばく低減に関する提案の有無についてチェックする仕組みがな
い。
・放射線管理課へ被ばく低減に関する協力会社からの相談が遅い。

・工事計画後に被ばく低減に係る提案を提出しても、リスク評価が表しにくいことから費用対効果が
低いなどの理由で当社内の審査段階で不採用となる場合が多い。

【考察】

提案制度を設けても今の仕組みでは工事側への放管専任者および放射線管理課の関与が弱く、被ばく低
減対策を相談するタイミングも遅いため、提案が採用されにくい状況になっている。

よって、放管専任者および放射線管理課の関与について検討・議論を進めた。



被ばく低減に関する提案制度の導入
工事概要の決定から工事着工までの間に、被ばく低減に関して、提案及び予算の盛り込みが可能か検討した。

１．現状の予算編成

工事概要の決定
↓
メーカー（協力会社へ見積もり依頼）
↓
工事実施方針の作成
↓
予算確保
↓
工事稟議作成
↓
契約
↓
各社から被ばく低減相談
↓
放管計画書作成
↓
工事着工

３．被ばく低減に関する提案制度の導入
a. 作業担当課が、協力会社に対し見積もり

段階で被ばく低減に関しての提案の有無
についてチェック

b. 協力会社が、被ばく低減に関する提案が
あれば、作業担当課と放管課と同時に情
報提供

c. 作業担当課が、放管課に審査を依頼
d. 放射線管理課が審査結果を作業担当課

に報告
e. 放射線管理課 合議

４．今後の課題

被ばく低減に関する提案を採用される
為には、作業安全、工程、品質などの付
加価値も加味することが必要。

２．改善案

作業担当課が、工事概要の決定～工事
実施方針の間で、被ばく低減に関する
提案の有無についてチェックする仕組み
が必要。

22



23

７．被ばく低減に関する提案報奨制度の導入について－②

【工事概要の決定から工事竣工までのプロセス】

項目

協力会社

通常工事 特別工事 追加工事

プロセス ①工事仕様書受領
②契約
③工事計画書・放管計画書作成
④放管計画書提出
（≧5人・mSv工事は、放管課とヒア）
⑤着工

⑥竣工

①大型改造工事については、数定検
前から現地調査実施
②同左（①～⑥）

①工事概要説明
②参考見積依頼
③現地調査（作責のみ）
③工事仕様書受領
④正式見積依頼
⑤契約
⑥工事計画書・放管計画書作成
⑦放管計画書提出
（≧5人・mSv工事は、放管課とヒア）
⑧着工

⑨竣工

問題点 ・現地工事終了後、作業担当課に被
ばく低減に関する提案等を説明する
機会がない。
（通常工事に係る被ばく低減策を次回
定検に反映する術がない。）

特になし ・工事計画段階では、工事契約がな
いため十分な現場調査が実施できな
い。
・十分な現場調査ができないため、被
ばく低減に関する提案ができない。

・提案がないため、作業担当課での
予算設計時に、被ばく低減に関する
予算措置が取れない。
・放管課へ被ばく低減に関する協力
会社からの相談が遅い。
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